
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
先
導
す
る
大
学
の
研
究
現
場
め
ぐ
り 

京
都
大
学
の
音
声
認
識
研
究
を
見
学 

河
原
京
大
教
授
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記 

  

生
ま
れ
る
と
同
時
に
消
え
去
る
言
葉
に
永
遠
の
命
を
与
え
る
手
書
き
速
記
は

実
用
化
後
七
〇
有
余
年
、
会
議
録
、
新
聞
原
稿
の
送
信
の
唯
一
の
技
術
と
し
て

社
会
に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
多
様
な
技
術
が
登
場
し
て
新
し
い
市

場
も
出
現
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
音
声
認
識
技
術
は
二
〇
〇
四
年
四
月
六
日

静
岡
県
沼
津
市
議
会
で
静
か
に
登
場
、
二
〇
一
〇
年
五
月
十
九
日
に
は
衆
議
院

外
務
委
員
会
に
お
い
て
試
行
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て
た
く
ま
し
く
成
長
し
つ
つ
あ
る
。 

十
二
年
前
、
筆
者
は
速
記
と
音
声
認
識
が
手
を
携
え
て
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
を
願
っ
て
、
音
声
認
識
研
究
を
進
め
る
京
都
大
学
情
報
学
研
究
科
の

河
原
達
也
教
授
と
話
し
合
っ
て
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
話
し
言
葉
を
文
字

化
す
る
技
術
分
野
の
発
展
を
目
指
し
て
手
を
携
え
て
い
く
べ
く
、
聴
覚
障
害
者

の
た
め
の
字
幕
付
与
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
続
け
て
き
た
。 

そ
の
間
の
Ａ
Ｓ
Ｒ
（
自
動
音
声
認
識
）
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
次
世
代
型

の
速
記
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
。
そ
こ
で
、
音
声
認
識
技
術

の
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
た
め
、
河
原
教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
た
。

（
文
責 

兼
子
次
生
） 

 

◇
電
算
機
に
よ
る
言
語
処
理
は
京
大
の
伝
統
的
な
研
究
分
野 

兼
子 

我
が
国
の
大
学
に
お
い
て
日
本
語
の
情
報
処
理
に
早
く
か
ら
取
り
組
ま

れ
た
坂
井
利
之
先
生
が
数
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
後
継
の
長
尾
真
先
生

は
文
字
系
の
研
究
で
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
の
日
本
語
処
理
、
機
械
翻
訳
の
面

で
大
変
大
き
な
業
績
を
挙
げ
ら
れ
、
速
記
者
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。
一
方
、
京
大
で
音
声
系
は
、
歴
史
的
に
は
一
九
五
九
四
年
に
坂
井
教
授

の
指
導
の
も
と
で
堂
下
修
司
助
手
が
「
音
声
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
」
を
開
発
し
た
記

事
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
、
以
来
堂
下
先
生
が
極
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
、
衆

議
院
の
速
記
録
は
音
声
の
認
識
率
が
九
五
％
に
近
づ
き
、
世
界
の
速
記
界
か
ら

科
学
技
術
国
日
本
の
評
価
を
い
た
だ
く
ま
で
に
、
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
初
め
に
日
本
の
音
声
認
識
研
究
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
け
ま
す
か
。 

河
原 

最
近
ま
と
め
た
「
音
声
認
識
と
深
層
学
習
の
進
展
」
の
ス
ラ
イ
ド
で
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。 

 

私
は
音
声
認
識
技
術
の
変
遷
を
私
は
六
期
に
分
け
て
い
ま
す
。 

【
第
一
世
代
】（
一
九
五
〇
～
一
九
六
〇
年
）
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
発
見
的
）

な
方
法
論 

【
第
二
世
代
】（
一
九
六
〇
～
一
九
八
〇
年
）
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
基
づ
く
方
式
（
Ｄ

Ｐ
マ
ッ
チ
ン
グ
、
オ
ー
ト
マ
ト
ン
） 

【
第
三
世
代
】（
一
九
八
〇
～
一
九
九
〇
年
）
統
計
モ
デ
ル
に
基
づ
く
方
式
（
Ｇ

Ｍ
Ｍ
―
Ｈ
Ｍ
Ｍ
、
Ｎ
―
グ
ラ
ム
） 

【
第
三
・
五
世
代
】
（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
〇
年
）
統
計
モ
デ
ル
の
識
別
学
習 

【
第
四
世
代
】（
二
〇
一
〇
年
）
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
に
基
づ
く
方
式
（
Ｄ
Ｎ
Ｎ

―
Ｈ
Ｍ
Ｍ
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
） 

【
第
四
・
五
世
代
】（
二
〇
一
五
年
ご
ろ
～
）
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
に
よ
る
エ
ン



ド
・
ト
ゥ
・
エ
ン
ド
方
式
（
両
端
処
理
） 

 
◇
音
声
認
識
は
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
が
本
流
に 

河
原 
私
の
専
門
の
音
声
認
識
で
歴
史
的
な
出
来
事
を
み
る
と
、
萌
芽
期
に
一

九
五
二
年
、
米
ベ
ル
研
で
「
ゼ
ロ
交
差
回
数
を
用
い
た
数
字
認
識
」
の
研
究
が
発

表
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
坂
井
教
授
の
指
導
の
も
と
堂
下
先
生
の
「
音
声

タ
イ
プ
」
は
そ
の
分
析
を
も
と
に
日
本
電
気
と
共
同
で
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
（
国
際
情
報
処
理
連
盟
）
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
国
際
会
議
は
ず
っ
と
イ
ン
テ
ル
ス
テ
ノ
と
同
じ
名
称
で

し
た
。
こ
の
第
一
期
は
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
発
見
的
）
な
方
法
と
呼
ば
れ
る

時
期
で
し
た
。 

 

第
二
世
代
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
パ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
を
用
い

る
も
の
で
、（
動
的
計
画
法
と
い
う
）
数
学
モ
デ
ル
を
用
い
て
認
識
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
時
間
伸
縮
を
伴
う
音
声
時
系
列
パ
タ
ー
ン
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す

る
方
法
を
日
本
電
気
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
の
迫
江
博
昭
さ
ん
が
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
世
界
初
の
連
続
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
（
一
九
七
八
年
発
売
）
へ
つ
な
が
る
も

の
で
し
た
。
た
だ
し
、
不
特
定
話
者
へ
の
対
応
に
難
が
あ
り
、
一
語
ご
と
に
複
数

の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
用
意
し
て
対
応
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
て
、
次
の
世
代

へ
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

第
三
世
代
の
統
計
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
、
混
合
ガ
ウ
ス
モ
デ
ル
や
Ｎ
―
グ
ラ

ム
と
い
う
統
計
的
な
言
語
モ
デ
ル
手
法
を
用
い
て
パ
タ
ー
ン
認
識
す
る
も
の
で

す
。
言
い
換
え
る
と
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
ベ
ル
研
は
時
系
列
の
音
声
を
扱
う
た
め
に
、
Ｈ

Ｍ
Ｍ
（
隠
れ
マ
ル
コ
フ
モ
デ
ル
）
と
い
う
方
式
を
提
唱
し
、
こ
れ
が
現
在
ま
で
そ

の
後
長
ら
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
音
声
認
識
技
術
は
、
音
響
モ

デ
ル
、
単
語
辞
書
、
言
語
モ
デ
ル
、
記
述
文
法
、
単
語
リ
ス
ト
と
い
っ
た
複
数
の

階
層
の
辞
書
・
モ
デ
ル
を
用
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
語
彙
連
続
音
声
不

特
定
話
者
認
識
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
が
、
隠
れ
マ
ル
コ
フ
が
音
響
モ
デ
ル
適
応

に
向
い
て
い
る
た
め
、
依
然
主
流
技
術
で
す
。
一
方
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
見
る
と
、
音
素
識
別
で
高
い
精
度
を
上
げ
、
一
九
九
〇
年
ご
ろ
大
ブ
ー
ム

を
起
こ
し
ま
し
た
。
半
面
、
連
続
音
声
認
識
で
は
統
計
モ
デ
ル
（
Ｈ
Ｍ
Ｍ
）
に
分

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
三
・
五
世
代
に
は
、
米
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
国
防
高
等
研
究
計
画
局
）
に
よ
る
大

規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
積
極
的
な
投
資
の
成
果
が
出
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
大
規
模
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル

の
洗
練
が
進
み
、
本
格
的
な
音
声
認
識
の
実
用
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し

今
か
ら
振
り
返
る
と
、
当
時
の
認
識
精
度
は
不
十
分
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時
期
に
人
間
の
神
経
細
胞
の
モ
デ
ル
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
技
術
が
脚

光
を
浴
び
ま
し
た
が
、
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
成
果
が
な
く
、
一
九
九
〇
年
代
後

半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
音
声
認
識
は
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
四
世
代
は
、
私
が
つ
け
た
時
代
区
分
で
す
。
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
が
再
び

見
直
さ
れ
、
そ
の
技
術
と
他
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
性
能
を
改
善
し
よ
う
と

い
う
発
想
で
取
り
組
ん
だ
期
間
で
、
深
層
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
Ｎ

Ｎ
）
と
隠
れ
マ
ル
コ
フ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
環
境
音
識
別
と
不
要
音
素
棄
却
機

能
に
よ
っ
て
認
識
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
混
合

ガ
ウ
ス
モ
デ
ル
（
Ｇ
Ｍ
Ｍ
）
に
よ
る
確
率
計
算
を
Ｄ
Ｎ
Ｎ
に
置
き
換
え
た
も
の

で
す
。
私
た
ち
は
、
Ｄ
Ｎ
Ｎ
―
Ｈ
Ｍ
Ｍ
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
今
の
深
層



学
習
に
基
づ
く
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
か
ら
深
層
学
習
が
登
場
し
、
自
然
言
語
処
理
で
高
い

成
果
あ
げ
る
再
帰
型
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
世
代
に
な
る
と
、
音
声
認
識
技
術
は
大
変
複
雑
な
仕
組
み
を
と
る
よ
う

に
な
り
、
音
素
認
識
を
し
て
単
語
と
照
合
し
、
そ
の
後
単
語
の
レ
ベ
ル
で
照
合

し
て
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
音
声
認
識
を
取
り
巻
く
環
境
が
計
算
機

の
性
能
向
上
と
、
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
デ
ー
タ
音
声
認
識
処
理
実
績

の
蓄
積
が
あ
い
ま
っ
て
大
き
く
な
る
と
、
性
能
が
着
実
に
向
上
し
て
い
き
ま
し

た
。
音
素
識
別
で
圧
倒
的
な
高
性
能
を
示
し
、
大
語
彙
連
続
音
声
認
識
で
も
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
近
年
、
さ
ら
に
新
た
な
枠
組
み
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
そ

れ
ら
を
一
つ
の
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
第
四
・
五
世
代
で
す
、
。
ニ
ュ

ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ｅ
ｎ
ｄ
―
ｔ
ｏ
―
ｅ
ｎ
ｄ
（
両
端
）
技
術
で
す
。

現
在
の
音
声
認
識
技
術
の
構
成
は
、〔
音
声
〕

Ｄ
Ｎ
Ｎ→
音
素
モ
デ
ル
（
Ｈ
Ｍ

Ｍ
）

→

単
語
辞
書→

言
語
モ
デ
ル→

〔
単
語
列
〕
と
い
う
多
数
の
工
程
か
ら
実
現

さ
れ
て
い
ま
す
で
す
が
、
そ
れ
を
究
極
的
に
単
純
化
し
て
、〔
音
声
〕

Ｎ
Ｎ
（
ニ

ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

〔
単
語
列
〕
で
実
現
し
よ
う
に
持
っ
て
い
こ
う
と

い
う
展
開
で
す
。
こ
の
方
式
は
ま
だ
研
究
段
階
で
す
が
、
数
年
後
に
は
主
流
に

な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
単
語
単
位
の
一
括
処
理
を
一
遍
に
や
っ
て

し
ま
う
ｅ
２
ｅ
モ
デ
ル
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
の
よ
う
に
今

日
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
音
声
認
識
に
お
け
る
標
準
技
術
と
言
え
ま

す
。 

 

◇
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
精
度
向
上
の
カ
ギ 

兼
子 

特
許
出
願
で
見
る
と
、
日
米
欧
三
極
で
日
本
が
第
一
期
に
大
き
な
成
果

を
出
し
、
そ
の
あ
と
ア
メ
リ
カ
の
国
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
用
化
に
火
を
つ
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
欧
米
で
音
声
認
識
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
戦
後

ア
メ
リ
カ
で
ス
テ
ノ
マ
ス
ク
、
マ
ス
ク
と
呼
ば
れ
た
職
種
が
再
生
ト
ラ
ン
ス
ク

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
発
言
記
録
を
作
成
す
る
た
め
に
復
演
つ
ま
り
リ
ス
ピ
ー
ク
型

を
採
り
入
れ
た
領
域
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
戦
前
に
、
手
書
き
速
記
は
機
械

速
記
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
音
声
認
識
の
成
果
が
今
度
は
ス
テ
ノ
タ
イ
プ
の
Ｃ

Ａ
Ｒ
Ｔ
（
電
算
支
援
リ
ア
ル
タ
イ
ム
反
訳
）
の
市
場
に
進
出
し
た
と
い
う
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
私
は
リ
ス
ピ
ー
ク
で
行
く
限
り
、
ス
テ
ノ
タ
イ
プ
の
市
場
を
奪

う
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

先
進
国
経
済
体
制
に
あ
る
日
米
で
は
速
記
は
コ
ス
ト
低
減
、
生
産
性
革
新
、

反
訳
時
間
の
超
短
縮
つ
ま
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
処
理
、
電
子
デ
ー
タ
化
が
速
記
の

競
争
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
の
競
争
ポ
イ
ン
ト
の
高
速
度

発
言
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
、
完
全
な
精
度
が
速
記
の
最
後
の
砦
の
よ
う
に
も
思

い
ま
す
。
そ
の
点
で
、
音
声
認
識
の
精
度
は
十
分
実
用
に
耐
え
る
レ
ベ
ル
に
来

た
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
の
研
究
で
は
い
か
が
で
す
か
。 

河
原 

音
声
認
識
の
用
法
を
見
る
と
、
読
み
上
げ
（
精
度
九
七
％
）
、
ス
タ
ジ
オ

講
義
（
九
〇
％
）、
ラ
イ
ブ
講
義
（
八
〇
％
）、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
対
面
対
話
、
電

話
会
話
（
九
〇
％
）
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
放
送
・
ニ
ュ
ー
ス
（
九
五
％
）
、

電
話
会
議
、
裁
判
（
八
〇
％
）、
議
会
（
九
三
％
）、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
七
〇
％
）

と
い
う
丁
寧
な
も
の
か
ら
難
易
度
の
高
い
く
だ
け
た
発
話
ま
で
あ
り
、
現
在
公



衆
の
面
前
で
話
さ
れ
る
も
の
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
）
に
つ
い
て
は
実

用
水
準
ま
で
来
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
性
能
を
よ
く
し
て
い
く
鍵
は
、
学
習
デ
ー
タ
サ
イ
ズ
の
増
大
で
す
。

ざ
っ
く
り
言
え
ば
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
に
、
デ
ー
タ
語
彙
サ

イ
ズ
は
千
倍
以
上
に
ふ
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
九
九
〇
年
、
文
部
省

の
科
学
研
究
費
を
も
ら
っ
て
研
究
を
始
め
た
こ
ろ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ

量
は
一
〇
時
間
に
満
た
な
く
ら
い
で
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
ご
ろ
の
国

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
で
は
読
み
上
げ
音
声
で
一
〇
〇
時
間
程
度
、
衆
議
院
の
音
声

開
発
で
は
三
、
〇
〇
〇
時
間
近
く
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な

講
演
や
会
議
の
音
声
認
識
の
性
能
は
ま
だ
実
用
的
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

現
在
主
流
の
運
用
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
音
声
か
ら
単
語
へ
変
換
す
る
モ
デ
ル
で

開
発
目
標
を
三
〇
倍
に
持
っ
て
い
く
高
速
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
を
自
然
、
か
つ
超
大
規
模
に
集
積
で
き
る
枠
組
み
が
課

題
で
す
。 

 

◇
字
幕
シ
ン
ポ
は
秋
以
降
に
な
り
そ
う 

兼
子 

研
究
が
段
々
進
ん
で
い
く
わ
け
で
す
が
、
音
声
認
識
研
究
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

河
原 

話
し
言
葉
の
認
識
も
、
遠
隔
雑
音
下
の
認
識
も
か
な
り
進
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
両
方
の
要
因
が
重
な
る
と
、
大
幅
に
性
能
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
人

間
同
士
の
対
面
対
話
は
大
規
模
な
デ
ー
タ
収
集
が
難
し
い
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
す
ね
。
国
会
で
は
九
三
％
の
精
度
な
の
に
、
人
間
の
遠
隔
対
話
で
は
六
〇
～

七
〇
％
程
度
に
下
が
り
ま
す
。 

 

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
対
話
で
は
、
一
人
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
面
接
な
ど
の
長
く
深
い
対
話
タ
ス
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一

人
か
ら
数
人
の
受
付
案
内
、
そ
し
て
ガ
イ
ド
、
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
実
験
研
究
を
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
「
エ
リ
カ
」
で
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
の
音
声
認
識
ソ
フ
ト
ジ
ュ
リ
ア
ス
の
ほ
う
は
、
先
述

の
通
り
デ
ー
タ
の
集
積
が
大
学
で
は
難
し
い
の
で
、
精
度
向
上
が
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
い
か
な
い
で
す
ね
。
衆
議
院
の
よ
う
に
均
質
で
大
規
模
な
デ
ー
タ
が

得
ら
れ
る
事
例
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
シ
ス
テ
ム
と
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
は
そ
う
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
。 

兼
子 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
字
幕
の
場
合
、
遅
延
時
間
も
問
題
に
な
り
ま
す
ね
。 

河
原 

ク
ラ
ウ
ド
で
音
声
認
識
を
す
る
場
合
、
ク
ラ
ウ
ド
と
の
通
信
時
間
が
結

構
あ
り
ま
す
。
と
い
っ
て
も
一
秒
程
度
と
か
で
す
が
、
音
声
認
識
に
誤
り
が
あ

っ
た
場
合
に
修
正
を
行
う
と
も
っ
と
遅
れ
る
の
で
、
そ
ち
ら
が
問
題
で
す
。 

兼
子 

こ
と
し
の
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
字
幕
付
与
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

ど
の
よ
う
な
話
題
が
出
て
き
ま
す
か
。 

河
原 

実
は
京
都
大
学
で
は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
門
戸
を
開
放
す
る
た
め

に
、
あ
ま
り
日
本
語
の
能
力
に
重
き
を
お
か
な
い
で
、
受
け
入
れ
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
日
本
語
の
能
力
が
不
十
分
な
ま
ま
、
専
門
の
講
義
を

受
講
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
、
日
本
語
の
講
義
を
音
声
認
識
と
自
動
翻
訳
で

提
供
で
き
な
い
か
と
い
う
要
請
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
全
部
の
講
義
で
実
現

す
る
の
は
難
し
い
で
す
よ
と
申
し
上
げ
た
の
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
対
象
の
講

義
を
絞
っ
て
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
外



部
の
会
社
と
と
も
に
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
然
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
と

い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
と
っ
て
評
価
が
で
き
れ
ば
、

そ
う
い
う
話
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

兼
子 
そ
れ
じ
ゃ
一
昨
年
の
よ
う
に
遅
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
入
力
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
生
字

幕
の
仕
事
が
あ
る
の
で
、
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て

お
き
ま
す
。 

本
日
は
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

お
わ
り 

（
カ
ッ
ト
写
真
） 

           

                       

京大が開発した初期の音声タイプ 

衆議院委員会における音声認識 



          

             

         

 

1970 年代に構想された新聞社の
電話速記にかわる音声認識記事
送稿システム案（新聞協会） 

東京都北区議会における音声認
識リアルタイム字幕配信サービ
ス（タブレットでＲＴに発言内容
が文字で読める＝アドバンスト
メディア） 



 

           

 

          

                       

第 1回字幕シンポの河原達也京大教授 
字幕シンポにおける音声認識作業 

音声入力するリスピーク法 



        

  

             

                     
 

エジソンの蓄音機を再生してタ
イプうちする婦人（テープ起こし
のルーツ） 



 


